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さらに f央われた時を求めてj は、 I~J らかに当時の年代記として位置付けら
れる。そこには1871年から 1914if・にかけての第3共和政の危機ープーラン

















































ルは、完全な日記のタイトルともなり得るような、 I人~I~ を 1~1: く i である。さ
らにピュスクラ社より、作品創作の日記、r!.I.¥いアトリエjが出版された。












































1)じ2011:年の秋に 11\た新刊の文芸 il~のlJtで、日 ii己からそのジャンルの特徴
をいくつか借りた 2つの「小説」がマスコミに高く，i干制Ijされ、その年の文学賞
の選号愛員たちの好，lfをi噂した。たとえば、 2011年 10J 27日本眼目の『フイ


































































































































f<…)今1:1、2006年1H 17日火晴(…)J (寧の冒頭から 5行目。 p.139) 
「同じ1月19日木眠、 16時頃に(…)J(寧の目頭から3行目。 p.1550)
n月20日金剛、 13時30分(…)J(市の¥?f顕句cp.165) 
「その夜、 1月24日(…)J(シー クエンスの冒頭句。 p.2400 p. 241でも f24
日火昭、 25日水昭、 26日木昭:何もなし(…)Jとある。)
fl月28日土剛、午前2時30分(…)J(取の目頭から5行目。 p.2510)
「…翌日、 1月29日日咽(…}J (シー クエンスの初めの部分。 p.255)
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